
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

グレイ

ノイマン
ノイマン

レネゲイドビーイングA

渇望

半身

闘争

旅

UGNエージェント

38

忘却

0
0
6
2

1
0
0
0

0
1
0
0

1
1
6
2

28
8
8
13
26

1 4
1 1 6

UGN 2

ボルトアクションライフル 射撃 6r+4 8

0 0

半身：もうひとりの自分（作成者）
旅：友人

忘却；都築京香

友情
連帯感
好奇心

嫌気
不快感
脅威

ボルトアクションライフル

16 6

ワーディング

リザレクト

ヒューマンズネイバー

オリジン：サイバー

コンセントレイト：ノイマン

コントロールソート

マルチウェポン

ヴァリアブルウェポン

零距離射撃

支援射撃

構造看破

★

0

1

5

2

1

1

3

2

2

★

-

1d10

2

2

2

3

3

2

2

オート

気絶時

常時

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

オート

視界

-

至近

至近

武器

武器

武器

至近

武器

シーン

自身

自身

自身

対決

対決

対決

単体

自動

自動

自動

自動

シンドローム

射撃

射撃

射撃

射撃

-

↓100

RB

RB

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

衝動判定+LV

社会判定達成値+LV*2

C値-LV

射撃ダイス精神で代用

武器二つ攻撃値足して使える

武器LV個攻撃力合計　↑と組み合わせ

射撃攻撃ダイス+LV 同エンゲージ×武器でも使用可

対象の判定D+LV　１R1回

銃を買い、懐に忍び込み、そして撃ちまくれ！！数は力、完璧な作戦だろ！！！

とあるFHのノイマンが自分のサポート用として作ったプログラムが自我を持った。
作成者とは方向性の違いで別れ、旅をし、そしてUGN所属になる。ノイマンとは？
グレイはそれ以降に名乗っている名前で、元々の名前は「システム・クロノハーツ」。見た目も自分でデータをいじり、当初のモデルより大人びたものにしてい
る。プログラムなので性もへったくれもないが自認としては男。

戦闘スタイルは上記の通り。頑張ってボルトアクションライフル買おうな。とか言ってたが普通にスナイパー買える数値になった。
なおコードネームは「乱れ撃ち」に「天才性を付加した」「完璧な名前」などと言う。ノイマンとは？？？

↓以下オタクの文

「システム：クロノハーツ」時代は一人称ボク（作成者と同じ）、作成者のことはマスターと呼んでいた。
指揮官たる作成者に比べ、レネゲイドウイルス感染により形成された自我は火力重視のワンマンタイプであった。
しかし、「機械仕掛けの心と心臓」を意味してつけられた「システム：クロノハーツ」が望まれたことは、「作成者の代理として動ける存在であること」であり
、存在と感情にギャップを感じたことが家出のきっかけとなる。
グレイと名乗り出した理由は定かではないが、作成者「久呂野英知」に対する意識は強いだろう。

人間に対する知識はあるが理解はない。
必要とあらばそれらしい振る舞いを行うことは可能であるが、基本的に「人間って面倒だな」程度に思っている。
時々理解しようとしつつ秒で投げるが、その時の振る舞いといい、基本的に人間の知識が作成者のセル基準であることといい、もしかしたら作成者と「同一の存
在」ではなく「友人」として扱われたかったのかもしれない。
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